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幼児の体力についての研究(1)
- ４－５歳時の推移と中間報告－-

　　　梶　田　政　昭

j j 〃

Studies on the Physical Strength of lnfants (1):lts Change

　from at the Age of Four to Five，and the lnterim Report

　　　　　　　　　　　　　　MASAAKIKAJITA

目 的

　子どもの体力について，とやかくいわれるが，

文部省の体力白書による，岸本肇氏等の調査l),2)

によれば，筋力(背筋力)と，柔軟性泣位体前屈)

の低下であり，全体的には向上している，とな

っている。それが幼児の体力についてはどうな

のか，別府市内の幼児の体力はどうなのか，別

府大学短期大学部，幼児児童教育研究センター

の御力添えにより，市立の保育所，幼稚園の諸

先生方の御協力をいただき，11種目に及ぶ体力

測定を，初等教育科，幼児体育研究会の学生と

共に３年前より行ってきた。

　今回は，４歳児から５歳児にかけての，体力

の各要素の推移と，全種目について中間報告を

してみたい。

　体力を機能的にみた場合3)'4)'5)'6)，筋力・敏捷

性・柔軟性・持久力・瞬発力・平衡感覚などか

らなるとされている。そこで今回は，筋力を腕

立伏臥・敏捷性を時間往復走・柔軟性を立位体

前屈・持久力を腕立支持・瞬発力を垂直とび・

平衡感覚を片脚閉眼立ち，と各要素を含んだ種

目で，４歳児から５歳児への推移について分析

し，若干の考察をしてみた。

調査方法

被験児

　昭和59年度別府市立保育所に在籍し，昭和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－53

60年度市立幼稚園に進級した幼児。

　　男児　50名，女児　40名，合計　90名

調査期間

　　保育所

　　幼稚園

昭和59年７月23日～８月２日

昭和60年７月16日～７月19日

　　　　　９月３日～９月５日

測定及び評価方法

１）立幅とび　マットの端に，テープまたはチ

ョークで線を引き，その線に爪先をそろえて立

ち，できるだけ遠くへ跳ぶ。踏み切る時の爪先

から着地した時の腫までを実測した。

２）上体おこし　膝を直角にまげ，足を少し間

いた状態で仰臥し,手を後ろ頭のところで組む，

補助者は，被験児の足が動かないように足首を

おさえる。この状態で被験児は，肘が膝につく

程度上体をおこし再び仰臥する。これをできる

だけ速く繰返し，30秒間に何回できるかを測定

した。

３）腕立伏臥　被験児は，うつ伏せになってい

る子の背中に両膝をのせ，その子に対し直角の

位置で腕立伏臥をし，腕の屈伸を２秒に１回の

速さで行い，何回できるかを測定した。

４）時間往復走　床に５ｍの幅に１ｍの間隔で

平行線を引き，さらに外側の線より50 cm外側に

それぞれ平行線を引く（タッチライン），用意の合

図で，外側の線に立ち，笛の合図で向こう側の

タッチラインにタッチする。これを15秒間往復
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　表１　腕立伏臥についての各群の平均とSD

唱　　児 女　　児 全　　体

４歳時５歳時 女歳時５歳時 ４歳時５歳時

－Ｘ 5.8回6.4回 3.5回4.1回 4.7回5.拒|

訪
4.48　7.58 2.68　4.2 3.97　6.41

表３　立位体前屈についての各群の平均とSD

男　　児 必　　児 全　　体

４歳時５歳時 ４歳時５歳時 ４歳時５歳時

－Ｘ 8.7cm 7.9cm 7.9cm 8.6cm ８．４ｃｍ ８．２ｃｍ

耀） 3.89　5.20 5.32　4.50 4.60　4.92

表５　垂直とびについての各群の平均とSD

％　　児 女　　児 全　　体

４歳時５歳時 ４歳時５歳時 ４歳時５歳時

－Ｘ 14.5cm18.8cm 15.9cm16.9cm 15.1cm!7.9cm

SD 4.13　5.02 5.84　4.41 5.01　4.85

し，何ｍ走ったかを測定する。

５）立位体前屈　40～50cmぐらいの高さの白に

測定器を置き，測定器白土に立ち，膝を曲げず

に測定器の目盛りにそって，両手を揃えて指先

をできる限り下へ伸ばし，指先が下方へ何cm伸

びたかを測定した。

６）上体そらし　床にうつ伏せになり，于を後

ろで組み足を少し開く，補助者は，被験児の足

元に膝をつき，自分の腕が直角になるくらいに

体重をかけて，両足首をしっかりおさえる。測

定者は，被験児の肩の所で測定器を用意する。

披験児は，上体と顎をしっかりおこし，床面よ

り顎まで何cmかを測定した。

７）腕立支持　幼児の腰の位置より少し高い机

か白を２白用意し，腰の幅より少し広めに机を

平行に置く。被験児は，その机の間に立ち両手

を左右の机に置き，合図で腕支持し両脚を床か

らあげる。その状態で何秒間維持できるかを測

定した。

８）開脚体前屈　床に脚を伸ばして座り，脚を

表２　時間往復走についての各群の平均とSひ

男　　児 女　　児 全　　体

４歳時５歳時 ４歳時５歳時 ４歳時５歳時

一Ｘ 26.4m 28.1m 24.5m 26.6m 25.5m 27.4m

SD 3.22　2.43 3.16　2.11 3.33　2.40

表４　腕立支持についての各群の平均とSD

％　　児 久　　児 全　　体

４歳時５歳時 ４歳時５歳時 ４歳時５歳時

－Ｘ 14″57 39″7 17″12 40″92 15″7　40″24

印 13.52 23.63 17.65 24.86 15.55 24j9

表６　片脚閉眼立ちについての各群の平均とSD

男　　児 女　　児 全　　体

４歳時５歳時 ４歳時５歳時 ４歳時５歳時

－Ｘ 5″16　5″47 4″11　6″3i 4″69　5″85

SD 5.69　4.68 2.52　5.43 4.59　5.04

左右に精一杯開き，両手で足首をつかみ上体を

できるだけ前屈する。それを，Ａ＝胸が床につ

く・Ｂこ額が床につく・Ｃ＝全然つかない。と

３段階に分けて判定した。

９）長座体前屈7）,8）,9）床に脚を伸ばして座り，足

の腹を測定器にピタッとつけ，測定器の両側面

にある目盛りにそって，両手を精一杯伸ばす。

立位体前屈を座って行うことになるが，この測

定器は市販されていないので，幼児の足より少

し大きめの箱を用意し，その箱の両側面に目盛

りをつけ，測定器の腹面より両手の指先が，何

cm出るかを測定した。

10）垂直とび　市販のジャンプメーターを用意

し，測定器の上に立ち，足元にある細い紐を腰

に巻きつけたベルトに結びつける。足元から先

の方にある紐の先にあるメジャーをピーンと張

り，被験児はできるだけ高く跳び上がる。そし

て何cm高く跳び上がったかを測定した。

11）行脚閉眼立ち　床の上に直立し，合図で両

手を横，行脚で立ち片方の脚を曲げて後ろへあ
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げ閉眼する。何秒間その状態が維持できるかを

測定した。

結　　果

腕立伏臥(筋力)

　腕立伏臥の結果を表１に示す。この結果につ

いて対応のあるけ灸定を用いて調べた。その結

果，男児においては有意な差はみられなかった

　け＝0.63，が＝49，zz .s.)。女児においても有意

な差はみられなかったり＝0.97，が＝39，zz.s.)。

また男女合せた全体についても同様に，有意な

差はみられなかったけこ1.02，が＝89，7z.s.)。

時間往復走(敏捷性)

　時間往復走の結果を表２に示す。この結果を

対応のある口受定を用いて調べた。その結果男

児においては有意な差がみられたけ=3.52，

が=48,♪＜｡01)｡女児においても有意な差がみら

れたり=3.55,がこ39，/)＜｡01)。また全体におい

ても有意な差がみられた(/＝5.02，が＝88，カ＜｡

001)。

注)男児において，人数が他は50人であるの

にこの種目は49人となっているのは，５歳の時

この種目を実施していない者が１人いたからで

ある。そのためこの種目は49人に合せて調べ

た。

立位体前屈（柔軟性）

　立位体前屈の結果を表３に示す。この結果に

ついて，対応のある／検定を用いて調べた。そ

の結果，男児においては有意な差はみられなか

ったけこ－1.34,が＝49，E川。女児においても

有意な差はみられなかったり＝0.74，が＝39，1z ｡

川。また全体においても有意な差はみられなか

った□＝→｡44，亦＝89，肌s.）。

腕立支持（持久カ）

　腕立支持の結果を表４に示す。この結果につ

いて，対応のある／検定を用いて調べた。その

結果，男児においては有意な差がみられたけ＝

7.60,が=49,Z･＜｡001）｡女児においても有意な差

　　　　S㎡&＆2げ召ゆ餉びs･‘ssllyμs必yal&一,6 rj朗刀

がみられた(1＝5.68，が＝39，jりく｡001)。また全

体においても有意な差がみられた(z＝9.43，

が＝89，カ＜｡001)。

垂直とび（瞬発力）

　垂直とびの結果を表５に示す。この結果につ

いて対応のあるＺ検定を用いて調べた。その結

果，男児においては有意な差がみられた（/=4.

70，が=48，/･＜｡001）が，女児においては有意な

差はみられなかったりこ1.08，が=39，E帽。

また全体においては有意な差がみられたU＝4.

14，が=88，/･＜｡001）。

注）男児において，人数が他は50人であるの

にこの種目は49人になっているのは，５歳の時

この種目を実施していない者が１人いたからで

ある。そのためこの種目は49人に合せて調べ

た。

片脚閉眼立ち(平衡感覚)

　行脚閉眼立ちの結果を表６に示す。この結果

について，対応のあるＺ検定を用いて調べた。

その結果，男児においては有意な差はみられな

かったり=0.30，直こ払　ｎ .s.)が，女児におい

ては有意な差がみられたり=2.42,が=39，Z･く｡

05)。また全体においては有意な差はみられなか

った□こ1.57，がこ89，72.s.)。

　体力を機能的にみて，各要素を含んだそれぞ

れの種目の測定結果をもとに，４歳から５歳へ

の推移について，対応のあるＺ検定を用いてそ

れぞれ分析した。

　以上のことから，４歳から５歳への体力の推

移は敏捷性・持久力・瞬発力においての発達は

みられるが，筋力・柔軟性・平衡感覚では，発

達がさほどみられなかったということがわか

る。また男女別にみると，敏捷性・持久力では

男女とも発達がみられるが，男児においてはそ

の他に瞬発力でみられるものの，女児の瞬発力

ではたいした発達はみられなかった。逆に女児

においてはその他に平衡感覚で発達がみられる

ものの，男児の平衡感覚の発達はあまりみられ

なかった。

　今回の研究に該当する幼児90名の測定結果

－55－
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　表７　４歳児における全種目の測定結果

立幅とび

　　　(lm
上体おこ
し　　回

腕立伏臥
　　　回

時間往復

走　ｍ
立位体前

屈　　（･m
上体そら
し　　cm

腕立支持
　　　秒

開脚体前
回

長座体前
屈　cm

朕直とび

　　　Cm

片脚閉眼
立ち　秒

昭

和

59

年

度

保

育

所

男

児

対 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50

ΣＸ 5423 124 288 1319.5 434.3 1454.5 728"36
Ａ　ＢＣ

４入25 21 439 726.1 258j

－Ｘ 108.5 ２．５ ５．８ 26.4 ８．７ 29.1 14"57
A　BC

8％50 42 ８．８ 14.5 5"16

訪 14.74 3.94 4.48 3.22 3.89 6.56 13.52/ ４．８ 4.13 5.69

女

児

児

月 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40

ΣＸ 3723.5 82 138 980 317j5 1139.5 684"8
Ａ　ＢＣ

１１人16 13 305.5 634.8 164"36

－Ｘ 93.1 ２．１ ３．５ 24.5 ７．９ 28.5 17｢'12
A　BC

27％40 33 7.63 15.9 4≒1

訪 13.06 2.68 2.68 3.16 5.32 6.08 17.65ノ 4.52 5.84 2.52

全

体

万 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90 90

ΣＸ 9173.5 206 426 2299.5 751,8 2594 1413'｢15
Ａ　ＢＣ

１５人4134 744 1360.9 422'｢46

－Ｘ 101.9 ２．３ ４．７ 25.5 ８．４ 28.8 15"70
A　BC

17％45 38
８．３ 15.1 4"69

SD 15.6 3.45 3.97 33.3 ４．６ 6.35 15.55 / 4.74 5.01 4.59

表８　５歳児における全種目の測定結果

立偏とび 上体おこ
し　　回

椀立伏臥
　　　回

時間往復
走　　ｍ

立位体前
屈　　cm

上体そら

し　　（m

脱泣支持
　　秒

開脚体前
回

長座体前

面　　（｀m

恥穴とび 片脚閉眼
立ち秒

昭

和

60

年

度

幼

稚

園

男

児

77 50 50 50 49 50 50 50 50 50 49 50

ΣＸ 58.61 218 322 1377 393.5 1764 198y00
Ａ　ＢＣ

Ｏ人15 35 280 675.2 252｢｢24

－Ｘ 117.2 ４．４ ６．４ 28.1 ７．９ 35.3 39"7
A　BC

O％30 70 ６．６ 18.8 5帽7

反） 22.15 4.56 7.58 2.43 ５．２ 7.04 23.63 / 5.58 5､02 4.卵

女

児

17 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40

ΣＸ 4132.5 129 拓5 165 345 1400.5 1636'｢62
Ａ　ＢＣ

２入15 23 280 675.2 252｢｢24

－Ｘ 103.3 ３．２ ４．１ 26.6 ８．６ 35.0 40″92
A　BC

5％37 58
７．０ 16.9 61'31

さ辺 12.86 3.74 4.20 ２．且 4.50 6.57 24.86 / 6.07 4.41 5.43

全

体

μ 90 90 90 89 90 90 90 90 90 89 90

ΣＸ 9993.5 347 487 2442 738.5 3164.5 3621"64
Ａ　ＢＣ

２入30 58 611.5 1594.7 526｢'23

－Ｘ 111 ３．９ ５．４ 27.4 ８．２ 35.2 40″24
A　BC
2％33 65

６．８ 17.9 5“85

訪
19.85 4.26 6.41 ２．４ 4.92 6.83 24.19ノ 5.81 4.85 5.04

は，上記６種目の他に５種目を合せたものを表

７・表８に示す。

　また，過去３年間の全種目の測定結果を，中

56

間報告として保育所は表９,幼稚園は表10にそ

れぞれ示す。



表９　別府市立保育園体力測定中間報告

B仙ｄ泌of Be卸uh面ys雨丿回函r Col㎏e，6（1987）

茫幅とび
　レ（

卜休おこ
し　巾い

腕ヽ口火臥

　　∩引
時問往復
走（ｍ）

帽立体前
面　ぱ帽

ﾄ休そら

し（（･m）

腕白支持
　　(秒)

開脚体前
屈

長座体前
屈（cm）

収疸とび
　レ（

片足閉服
立ち(秒)

昭

和

5り

年

度

-ヽ
昭

和

59

年

７

８

月

実

帳

｀ぶ

ﾜ3

児

μ 103 103 103 1()3 1(Ｂ 1()3 103 103 103 103 103

ΣＸ 10863.5 237 576 2647.5 773.7 2949.5 1689'゛35 　Ａ　ＢＣ９入39 55
829 1439.4 447"19

－Ｘ 105.6 ２．３ ５．６ 25.7 ７．５ 28.6 16''4()
Ａ　ＢＣ
９九測5､4

８．０ 14.0 ギ34

SD 14.09 3.68 4.72 ３．９ 4.28 6.01 !8.05 ノ 4.64 4.55 4.53

女

児

μ 78 78 78 78 78 78 78 78 788 78 78

ΣＸ 7161.() 113 267 1882 536 2316 148y09
　Ａ　ＢＣ

Ｚ３入3j 23 577 1184.7 3(班回9

－Ｘ 91.8 ｌ．４ ３．４ 24.1 ６．９ 29.7 19.04 　Ａ　ＢＣ
ごj％11 29

７．４ 巧．２ ぶ97

j辺 14.4 2.52 ３．４ 3.23 4.卵 ５．呉 16.61 / 4.02 5.27 3.82

全

体

月 181 181 181 181 181 181 181 181 181 181 181

ΣＸ 18024.5 350 84j 4529.5 13()9､7 5265.5 317ボ44 　Λ　BC32入7178 14()6 2624.1 756''98

一Ｘ 9り.6 １．９ ４．７ 25.0 ７．２ 2り．１ 17"54 　Ａ　日C18％38 43
７．８ 14.5 4≒8

訪 15.76 3.26 ４．３１ 3.74 4.46 5.97 17.45 ノ 4.39 4.93 3.78

昭

和

60

年

度

－

昭

和

60

年

７

月

実

縮

ヽ一

ﾜj

児

μ 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77 77

ΣＸ 7073 41 241 195り.5 370 2235.5 1522''55 　Λ　ＢＣＯ入2い57 415 999 3(バ'74

－Ｘ 91.9 ０．５ ３．１ 25.4 ４．８ 29.0 19''77
　へ　ＢＣ
Ｏ％ヱ6 7,4

５．４ 13.0 3｢゛94

浸） 19.61 1.53 6.90 3.35 5.81 Ｇ．お 詣．;鎧 / 4.34 4.8り 3.25

配

児

刄 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76 76

ΣＸ 6597.5 67 □5 1881 4()9 2365 143' 8゙1 　Ａ　ＢＣ２入38 36 509.5 1054.6 375｢'98

－Ｘ 86.5 ０．９ １．８ 24.8 乳４ 割．３ 18｢'47 　A　BC3‰50 47 ６．７ 13.9
4''95

訪
16.00 2.08 3.92 2.84 5.86 6.62 23.21 ノ 4.86 5.52 4.36

全

休

μ 153 153 153 153 153 153 153 153 153 153 153

ΣＸ 13670.5 1(梱 399 3840.5 779 46()1.5 2926｢'36
Ａ　ＢＣ
２人58 93 924.5 2053.6 679''72

－Ｘ 89.3 ０．７ ２．６ 25.1 ５．１ 30.1 19≒3
Ａ　ＢＣ

１りん38 61
６．０ 13.4 ぐ44

即 18.09 1.83 5.77 ３．１３ 5.84 6.51 23.27 / 4.65 5.23 3.87

昭

和

61

年

度

.へ

昭

和

61

年

７

月

実

紬

－

男

児

　μ

ΣＸ

　一　Ｘ

67 67 67 67 67 67 67 67 67 67 67

6596.7 69 158 1616 281 2136 99j｢'83
　Ａ　μＣ
Ｏ入20 47 292 10()8.5 179｢'37

1()0.0 １．０ ２．４ 24.5 ４．３ 31力 1y04
　Ａ　ＢＣ

（ド泌ぶ）７０ ４．４ 15.1 2"68

訪 16.67 2.29 3.92 2.34 5.46 5.89 2().19 / 6.70 5.62 2.10

反

児

月 66 66 卵 66 66 66 66 66 66 G6 66

ΣＸ 6()04.1 85 I郎 1596 506.5 2227.5 1158"43 　Ａ　ＢＣ３八40 23 556.5 864.7 276''80

－Ｘ 91.() １．３ ２．９ 24.2 ７．８ 33.8 17｢゛55 　へ１‰
４Ｃ

１３５ ８．４ 13.1 4≒9

即 16.55 2.32 4.55 ３．()５ 4.71 4.9() 23.08 / 4.46 4.21 3.44

全

休

μ 133 133 133 133 133 133 133 133 133 133 133

ΣＸ 12600.8 154 344 3212 787.5 4363.5 2151"26
　Λ　日C

j4人60 70 848.5 1873.2 456｢'17

一Ｘ 盛.5 １．２ ２．６ 24.3 ６．０ 32.8 16｢'ぶ) A　BC
2≒45 53

６．４ 14.1 3≒↓3

即 17.21 2.割 4.25 2.72 5.40 5.50 21.72 // 6.05 5.07 2.94
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　表10　別府市立幼稚園体力測定中間報告

こ帽とび

　　げm）

上体おこ
し（回）

椀立伏臥

　　（回）
時間往復
走（ｍ）

立位体前
屈（cm）

ﾋ体そら
し（cm）

腕茫支持

　　(秒ﾒ

開脚体前

面
長座休心
胴　ﾚm）

車八とび
　汗m）

片足閉眼

立ち(秒)

昭

和

5り

年

度

－
昭

和

60

年

２

Ｓ

３

月

実

強
－

男

児

刄 464 464 464 4G4 464 妬4 464 464 464 463 464

ΣＸ 51018.9 2607 3412 13024 1925.5 17086.5 2824r44
　Λ　Ｈ（Ｊ

Ｍ八100 352 2384 8816.3 2327｢｢40

－Ｘ 110.0 ５．６ 7.4 28.1 ４．１ 36.8 60｢｢79
　へ　日　Ｃ

３九回74 5.0 1り.0 5¨02

SD 15.94 4.86 7.40 2.33 5.31 6.04 55.10 / 4.73 6.35 4.93

女

児

封 485 486 486 486 486 486 486 486 48G 485 486

ΣＸ 48032.3 2337 2769 12988 3216 18293.5 29656'｢24
　へ　H　C

69八IS4 j､伺 3194 8G19.7 286ず94

－Ｘ 99.1 4.8 ５．７ 26.7 6.6 37.6 601｢82　A　SC14‰38 48
６．６ 17､8 y89

訪 15.59 4.2り 6.04 1.94 4.79 5.36 55.64 / 4.48 5.16 5.40

全

休

μ 949 950 950 950 950 950 950 950 950 948 950

ΣＸ 99051.2 4944 6181 26012 5141.5 35380.0 57897''68
　へ　RC
81八2引盾8 5578 17524.り 5191J｢34

－Ｘ 104.4 ５．２ 6.5 27.4 5.4 37.2 60"61
Ａ　Ｂ　に
8≒31引 5.9 18.5 5¨46

SD 16.65 4.60 6.79 2.25 5.20 5.71 54.71 / 4.66 6.35 5.20

昭

和

60

年

度

－
昭

和

60

年

７

９

月

実

施

－

男

児

μ 481 481 481 479 481 481 481 481 481 480 481

ΣＸ 55586 1550 2366 13283 3283.0 15663.5 19932｢｢68
Ａ　Ｂ　Ｃ
７八132混j 2541 8245.1 2688"72

－Ｘ 115.6 ３．２ 4.9 27.7 ６．８ 32.6 4r44
　へ　14 C
2≒j7　71

５．３ 17.2 5¨59

訪 16.71 41.5 6.62 2.69 4.94 7.68 31.80 / 5.25 5.15 5.00

女

児

月 406 405 405 406 406 405 405 406 406 406 405

ΣＸ 42883.5 1153 1618 10689 3106 13473 16086"55
Ａ　ＳＣ

１６八194 196 2685.5 6709.6 28671｢30

－Ｘ 104.3 ２．８ ４．０ 26.3 7.7 33.3 391言5　へ　BC4≒48 1ﾊﾞ 6.6 拓.5
7'｢08

SD 14.13 3.52 13.79 2.03 4.40 7.22 26.27 / 4.75 4.61 7.57

全

体

万 887 886 886 885 887 886 886 887 887 88G 886

ΣＸ 97924.5 2703 3984 23972 6389.0 29136.5 36029''57
　へ　Ｂ　Ｃ

コノ、心6詣8 5226.5 15954.7 5556"02

－Ｘ Ｈ()．４ ３．１ ４．５ 27.1 ７．２ 32.9 40¨65
Ａ　ＨＣ

､仁勺j7 1)0
５．９ 16.9 6'゛27

SD 16.57 3.88 4,99 2.51 4.74 7,49 29.40 / 5.()7 4.97 6.35

昭
和
61

年
度

一昭
和
61

年
７

９
月

実
施－

男

児

万 499 499 499 498 499 499 499 499 499 498 499

ΣＸ 55537.6 1311 3291 13121.5 3690.5 17043.5 203541｢17
　へ　ＳＣ
６入99 a94 2255 9937.9

229y07

－Ｘ 111.3 ２．６ ６．６ 26.3 7.4 討.2 4げ79
へ　ＨＣ
１≒ｊＯ即 ４．５ 20.0

4II卵

訪 16.24 3.78 7.56 2.55 4､63 6.27 32.5ノダ 5.22 5.54
4｢｢24

女

児

μ 477 477 477 477 477 477 477 477 477 4背 477

ΣＸ 47274.7 946 2130 12075 2926 16913.5 1836ド99 　ＡＢ　Ｃｙ八1㈲踊り 3148.5 8341､3 2418¨81

－Ｘ 99.1 2.0 ４．５ 25.3 ８．２ 35.5 38JI49
　へ　Ｓ　Ｃ

４％粕同 6.6 17.5 5¨07

SD 15.21 3.19 5.52 2.37 4.88 5.71 31.39/ 5.08 5.13 4.56

全

体

貿 976 976 976 975 976 976 976 976 976 975 り76

ΣＸ 102812.3 2257 5421 25196.5 7616.5 33957 387161｢16 　A　μC
24入ヱ煎663 5403.5 18279.2

4711"88

－Ｘ 105.3 2.3 ５．６ 25.8 ７．８ 34.8 39｢｢67
へ　ＳＣ

２％30　68 5.5 18.7 4IJ83

即 16.88 3.52 6.73 2.51 4.77 6.04 31.98 / 5.25 5.49 4.匍
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考　　察

　過去に，何千人かの幼児について体力測定を

行うなかで，４歳児と５歳児の比較は，何度か

調べてきたが，推移については初めての調査で

あった。数字のうえからだけでなく，幼児の体

育的な指導を行うあらゆる場面で，その体力に

ついては，筋力・柔軟性・巧敵性においてかな

り欠けていると感じていた。今回の調査でも，

岸本肇氏等の調査結果1)(今の子どもたちは，昔と比

べると筋力と柔軟性が低下している)と同じように，

腕立伏臥(筋力)および立位体前屈(柔軟性)にお

いてその発達がそれぞれみられなかった｡特に，

４歳児，５歳児のからだの柔軟性は，平均値に

おいて４歳児の方がまさっていた。すでにこの

年齢においてかたくなり始めているのは確かな

ことだ。

　筋力と柔軟性および平衡感覚での発達はみら

れなかった。それが低下とはいえないが，この

幼児期にその兆しがみえるように思える。この

ような傾向は，いいかえれば身体を支える，体

幹筋肉系の低下と硬化門こつながるものであ

り，またその原因はひとことでいえば，全身を

つかっか遊び不足によるものだ。

ま　と　め

　幼児の体力測定は，その日その時の状態で記

録にかなりの差があり，その結果がその子の体

力のすべてだとはいえない。したがって，それ

はひとつの目安としてみる必要がある。

　今回の調査結果をとおして，幼児の発達を培

うといわれる[遊び]が，不足している11)ことを

感じた。しかし現代社会においての現状は，子

どもの遊び場の減少12)・自然環境とのかかわり

　　　Bdd泌好Bゆ卸Un前哨妙佃面)y Col晦e,6（1987）

「どうすればしっかり遊ばせることができる

か」ということは我々指導者に課せられた大き

な課題である17）･18）。

　最後に，この体力測定に御協力下さった，市

教育委員会，児童家庭課の諸先生方や，数多く

の市立幼稚園，保育所の諸先生方に深く感謝し

心より御礼申し上げます。
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